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電気さくの安全性について 

日本電気さく協議会会員 サージ ミヤワキ株式会社 

静岡県西伊豆町で起こった事故について  

静岡県で起きた感電事故は、「電気さく」と報道されましたが、実際には法律で定められ

た「電気さく」機器を使用しておらず、「電気さく」と呼ぶにはあまりにもかけ離れた違法

な通電柵でした。 

当社で取り扱っている電気さく用電源装置（通称パワーユニット）は電気用品安全法の電

気用品の規格（国際基準 IEC を基本した電気さく電源装置規格 JIS C9335-2-76）に準拠して、

一台ずつ点検され製造されている安全な製品です。今後も御安心してお使いください。 

違法な通電柵と電気さくはどこが違うのか？  

電気さくシステムは、 漏電によるショックを用いる電気用品の中でも特殊なもので、通常

の電気用品とは異なる方法で安全を確保しています。 

一回に放出する電気を極めて安全な範囲に納め、それを間欠的に放出することで安全を確

保しています。出力は６０００－１００００ｖの高電圧かつ高電流ですが、０．０１秒以下

の瞬時のみの通電により、危険基準になる電気量を極小にし、且つ一秒以上の間隔を開ける

ことで高い安全性を保ちます。尚、電源の種類に関係なく安全規格は同一です。 

 

今回の事故の詳細はまだ不明ですが、漏電遮断器と正規の電気さく電源装置など安全を確

保する機器が取り付けられていなかったことがわかっています。 

 

 

 

 

 

 

設置されていなかった 

○適法（安全） 

×違法（厳禁） 



 

 

サ
ー
ジ

 ミ
ヤ
ワ
キ
株
式
会
社

 
電
気
さ
く
の
安
全
性
に
つ
い
て

 

  

2 

柵に通電される電気を制御する機器が設置されていない場合、交流１００Ｖの交流電気が

直接柵に流れます。非常に危険で、死亡事故につながる恐れがあります。          

（今回はさらに４００Ｖ以上に昇圧していたという情報もあります。その場合、１００ｖの

４二乗で１６倍の電気が流れます） 

なぜ法律で定められた電気さくは安全なのか？  

電気さく電源装置の回路は、日本庭園の「ししおどし」と似た電気回路で、一定の電気を貯

め、それを所定の間隔を開けて通電します。つまり常時、大量の電気が流れない仕組みにな

っております。漏電をさせて動物にショックを与え、動物を制御する機器ですので、発生す

る電気は高圧ですが、危険にならないように安全な厳格な規格基準が定められています。 

 

 電気さく電源装置の電気 

・パルス電気 （僅かな電気を一瞬のみ通電）。 

・電圧は（６０００～１００００V） 電流も高いが、通電時間が極瞬時で、体に流れる実際

の電気量は極めて小さい（４ｍＣ以下/５００Ω）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭用電源交流１００Ｖを直付けした場合  

・常時絶え間なく柵部に電気が流されることになる。 

・電圧１００ｖは電気さく電源装置に比べ低いが、絶え間なく流れる電気により体に流れる

電気量は桁違いの多くなり危険になる。 

家庭用電源は、触れようによっては重大な事故に至る危険があります。 

 

電気さく電源装置 JIS C6335-2-76を模式化したもの 

電 気 さ く 電 源 装 置 

※「ししおどし」の様

に電気が常時流れない

仕組みになっています 
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電気量を水に例えると？  

当社が販売している普及機種、電気さく電源装置（ガラガーパワーユニットＢ１６０）と家

庭用電源交流１００Ｖを１秒間触れた場合（漏電ブレーカーなし、サーキットブレーカー２

０Aの場合）に身体に入りこむ電気量を水量に例えて比較してみます。 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気さく電源装置(ガラガーパワーユニットＢ１６０)から出力される電気量に対して、家庭用

電源交流１００Ｖの電気量は約２００００倍になります。 

電気さく電源装置が発生する電気量は、人体へ影響を与える安全限界値(５０ｍＣ)に対しては

るかに小さなものです。 

電気さくを設置する際の主な注意点  

法律で定められた電気さくシステムは安全です。下記の点に注意して正しくお使いください。 

① 電流制限がなされている電気さく電源装置を用いる。 

② 家庭用電源交流１００Ｖから元電源をとる場合で、人が容易に立ち入ることができる場所

（公道に面する場所）に電気さくを設置する場合は高速漏電遮断器（０．１秒で１５ｍＡ

の漏電で遮断）を設置する。 

③ 「きけん表示板」を人目に付く場所に設置し、電気さくを周囲の人に認識させる。 

限られた水が水圧

（電圧）を高くし

て流される。痛い

と感じるが安全。 

「ししおどし」の

仕組みで、常時電

気は流れることは

なく安全確保 

２０ｔの水量  

（電気量） 

 

ガラガーパワーユニットＢ１

６０の電気量を水１Ｌに例

えると・・ 

家庭用電源交流１００Ｖは２０

トンの水量！  しかも、電源を切

らない限り際限なく流れます。 
対 

際限のない

大量の電気

は、極めて

危険 

高い位置から

落とす 


